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はじめに 

 

本手引きは、2026 年度の MR 認定制度改革に伴い、認定企業の実務教育導入及び継続プログラ

ムの設計・運用を支援することを目的として作成されたものです。 

 

MR が医療関係者から信頼されるパートナーとして、患者志向に立ち、医薬品の適正使用に貢献す

る存在となるためには、単なる知識や技術の習得にとどまらず、日々の業務と連動した実践的な資質の

向上が不可欠です。実務教育は、MR の資質（知識・技能・倫理観）を段階的かつ継続的に高めるため

の基盤であり、現場での行動変容を促す仕組みとして位置づけられています。 

これらを構築する上で、その根底にある考え方は、「MR の主体的な資質向上を支援する教育の設

計と運用」です。教育担当者が、「MR の内発的な動機を引き出し、現場での実践を通じて資質向上を

促す」ために設計者、企画者、運営者としてより的確にお取り組みいただけることを目指しています。 

 

本手引きでは、教育担当者が実務教育の各プログラム（導入/継続）を体系的に設計・運用するため

の基本的な考え方、構造、プロセス、支援体制、運用サイクルなどを網羅的に整理しています。特に、教

育の目的と目標の明確化、教育プロセスの 7 つのコンポーネント、関係者の役割と支援の在り方、

PDCA サイクルによる継続的な改善など、実務教育の質を高めるための要点を具体的に提示していま

す。 

自社の体制や教育環境に応じて、例えば以下のような取り組みに活用いただけることを期待してい

ます。 

◼ 再確認、体系化、再構築、カリキュラムの拡充 

◼ 関係部門と連携しながらポイントを押さえたプログラムの構築 

◼ 適切な運用と改善のサイクルの促進 

 

本書が、実務教育の本質を捉え、MRの資質向上をMRが主体的に取り組む効果的なプログラムの

構築と運用を実現するための指針となることを願っております。 
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1 MR認定制度における実務教育とは 

実務教育は、MR として患者志向に立ち医療関係者から信頼されるパートナーとなるために必要な実践的

資質を習得し、生涯にわたって向上することを目的に行われます。 

基礎教育で得た基礎的知識を土台として、認定企業が実施する実務教育導入及び継続プログラムを通じて

以下に示すMRの資質を高め、実践の場での質の高い行動につなげていきます。 

 

1） MRに求められる資質 

以下の、「知識」、「技能」、「倫理観」を有する 

知識 

医学・薬学、倫理、法規や医療制度などの基礎的なものから、自社医薬品およびその関連領域など

実践的なものまで、背景や根拠とともに体系的に習得し、継続的に更新され、医療関係者との専門的な

対話に活用できる情報 

技能 

医療関係者と良好な関係を築き、医療関係者が抱える医療における課題、ニーズを的確に捉え、理

解するとともに、科学的根拠に基づく医薬品の適正使用に関する情報を、正確に、簡潔に、適切に提

供・収集・伝達できる力 

倫理観 

専門職としての役割と使命、製薬企業の社会的責任を自覚し、医療の公共性と安全性および患者志

向を優先して位置づけ、法令・規範・社内ルールを遵守することはもとより、誠実・公正で、透明性のあ

る態度と行動を貫くための判断軸及び行動原則  

 

2） 実務教育の 4つの科目 

MR実務教育は、「倫理」、「安全管理」、「技能」、「その他企業が必要とする科目」で構成されます。 

倫理 

MR として活動するにあたり、自身の役割と責任を理解し、法令、規範及び各種ルールを遵守の上、

医療関係者から信頼されるにふさわしい態度及び行動を実践できるための学習 

安全管理 

MR として活動するにあたり適正使用の推進、並びに医薬品の安全性監視活動及びリスク最小化活

動を正しく実践できるための学習 

技能 

MR として活動するにあたり医療関係者と良好な関係を築き、科学的根拠に基づき医薬品の品質・

有効性・安全性の情報を提供・収集・伝達することを実践できるための学習 

その他企業が必要とする科目 

実務教育導入及び継続プログラムにおいて自社製品知識、製品関連情報をはじめ認定企業が必要

と判断したもので、その内容が実務において実践できるための学習 
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■ コンポーネント② 「知識の習得」  

MRが必要な情報や概念を整理し、構造的に理解する段階です。 

テーマに関連する実務に必要な情報、基礎的・専門的知識、理論、仕組み、考え方や技術を体系的・

構造的に理解するとともに、知識の背景や根拠を深く掘り下げたり、また技術を習得・応用し、スキルと

して高めることの有効性を認識したりし、「なぜこの知識・技術が必要なのか」「どのように実践で活用さ

れるのか」を納得する状態になることが求められます。 

ねらい ゴール 

必要な情報や概念を構造的に理解し、実

務との関連性を納得したうえで知識やス

キルを定着させる 

MR が知識の背景や根拠を理解し、実務

で活用するイメージを持っている 

 

■ コンポーネント③ 「訓練と応用」  

MRが習得した内容を、実務に近い状況で扱い、行動に変換する段階です。 

ケーススタディやロールプレイングなどを通じて、知識を行動に変換する力を養います。グループワー

ク等も行い、状況判断や対応の選択を繰り返し、再現性を高め、又、想定される発生事象について、そ

の事象が発生する原因を探ることで適切な対応を見出し応用する力を養います。 

 ここでは特に、メンバー間のやり取りから生まれる相乗効果を意図することが求められます。 

ねらい ゴール 

習得した知識を実務に近い状況で扱い、

行動に変換する力を養う 

MR が状況判断や対応の選択を通じて、

知識を行動に変換できる 

 

■ コンポーネント④ 「実践想起」  

MR が学んだ知識や技術、その訓練内容を、自身の実務にどう活かすかを具体的に思い描く、実務

教育の中核的なプロセスです。 

この段階では、MR が実際の業務や遭遇しうる場面を想定し、自身の経験や現在の課題と照らし合

わせながら、自らの行動を事前に構成します。 

実践想起の質が高まることで、実地での判断や対応の再現性と確実性が向上し実務に結びつくため、

この段階は、単なる実務への橋渡しではなく、実務教育の成果を実地で発揮するための実質的な起点

として機能します。実践想起は、クラスルーム内で実施に限らず、MR 個人の職務環境下で自律的に取

り組むことも想定されます。 

一方、この実践想起は個人差が大きく現れることも想定されます。この個人差は、目的意識、自身の

課題の認知などの内面的な要因が大きく影響するため、教育担当者はこれらを支援する仕掛け・仕組

みを具体化する必要があります。 

実践想起は、実務教育の成否を分ける鍵となるコンポーネントとして、各モジュールにおいて重点的

に位置づけることが求められます。 

ねらい ゴール 

学んだ内容を自身の実践にどう活かすかを

具体的に構成し、実務への橋渡しを行う 

MR が自身の実践における活用場面を想定

し、行動計画を自ら構成できる 
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「各モジュールの開発・構築（概説と例示）」 

以下に概要をお示しします。なお、例示は、「患者志向」や「医療関係者との信頼関係構築」をテーマ

としていることをイメージしてお示しします。 

コンポーネント① 目的意識の形成 

目的意識の形成は、各モジュール設計の出発点であり、MRが自らの業務と教育テーマを結び

つけ、「自分ごと」として主体的に取り組む構えを整える重要度の極めて高いコンポーネントで

す。 

当該のモジュールを取り組むことで得られるポジティブな状態への期待感と、取り組まないこ

とによるリスクや停滞への危機感の両面から働きかけ、言語化に至らせることを意図すること

で、MRの納得感と内発的動機を高めることができます。 

これらを以下と合わせて具体化するための教材の開発を進めます。 

・MRの実務環境や課題に即した問いかけ 

・MRが自らの業務と照らし合わせて意味づけできるストーリー 

設計・構築ポイント（例） 

◼ 実務との接続を意識した導入設計（医療現場での患者視点の重要性を示す実例を踏まえる

等） 

◼ 「なぜ患者中心の視点がMRに重要か」をMRが自分ごととして捉えられる問いかけを設

計 

◼ グループワークやMR自身の期待感を言語化するワークの設計 

 

コンポーネント② 知識の習得 

各モジュールで取り上げるテーマに関連する知識や情報、技術を体系的に整理し、レクチャー

資料、e ラーニング教材、動画などの教材を開発します。MR が当該の知識を習得する意味を

理解できるよう、背景や根拠を含めた構成が求められます。その際、 

・「詰め込みすぎないこと」 

・「自身の活動への転用がイメージできること」 

・「新たに学ぶべきこと」 

等を考慮しバランスよく設計します。 

なお、レクチャーにおける各パートでの「ねらい」と「ゴール」を定めておくことにより、効果の

高い教材を開発することが可能になり、適切な運営に寄与します。 

必要に応じ専門部門・関係部門と連携し、内容の正確性や妥当性を担保します。最新の社内外

情報を反映するための情報提供も受ける必要もあります。 

設計・構築ポイント（例） 

◼ 信頼構築に関する理論・制度的背景を整理 

◼ 医療が「患者中心」にシフトしていることを踏まえた医療関係者の期待を可視化する資料の

活用 

◼ 医療関係者との信頼関係が情報の質と適正使用を左右することを照らし合わせた教材の

開発 
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コンポーネント③ 訓練と応用 

MRが知識や技術を実地での実践に応用できるよう、ケーススタディ、ロールプレイ、演習など

の設計と教材開発を行います。状況設定は、実務に近い状況を提供し、発生要因の認識共有

や、判断や対応の力を養う構成とします。 

また、「学んだとおりにやってみる」→「オーソドックスな状況」→「実務に近い状況」と段階を踏

む等、効果を促進する設計を行います。実例や背景情報の活用により、演習のリアリティと実

効性を高めることも意図します。 

このコンポーネントでも「ねらい」と「ゴール」を定めることで効果を高めることが期待されま

す。 

設計・構築ポイント（例） 

◼ ケーススタディの準備：患者背景を踏まえた実務に即した情報提供のあり方を検討 

◼ ロールプレイの設計：医師との面談で「患者中心の視点」を意識した対話練習のポイントを

設計 

◼ グループで成功・失敗事例を深堀し、発生要因を把握することで認識が共有化することを

可能にするワークの設計 

◼ 同僚等からの視点で信頼構築の観点を評価するレビューシートの準備 

 

コンポーネント④ 実践想起 

MR が自身の業務を想定し、どのように行動するかを具体的に思い描けるよう、リフレクショ

ンツールや行動計画シートなどを設計します。過去の経験との照らし合わせや、次の行動への

準備を促す構成が求められます。 

インストラクター・トレーナーが、実践での活用可能性や実務との接続性を確認することで、想

起の質を高める支援が可能になります。 

設計・構築ポイント（例） 

◼ MRが自身として「患者中心の視点を持った活動とはどういうことか」を言語化したり、「患

者視点が欠けていた場面」等を洗い出したりすることが可能なツールの準備 

◼ MRが自らの業務に落とし込めるよう行動計画を具体化するツールの整備 

◼ MR個別の実践場面想定や自分なりのチェックポイントを設定できるMyチェックリストの

作成 

（想起したことを文字に書き落とすことを促進） 
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教育プロセス実施時に行うモニタリング設計と視点・観点の整理 

コンポーネント① 目的意識の形成 

何を確認するか MR がテーマの意義を理解し、自身の業務と結びつけられてい

るか 

教
育
担
当
者
の
視
点 

コンポーネント

の実用度 

▪ イントロダクション設計の妥当性 

▪ 教材・資材の妥当性 

インストラクタ

ー・トレーナー

の技術 

▪ 動機づけの問いかけ 

▪ ストーリーテリング 

▪ 場づくり 

MRの状況 ▪ 反応の傾向、理解度のばらつき 

▪ 自己課題の明確化度合い 

情報の集約方法 ▪ オブザーバーとしての参加 

▪ インストラクター・トレーナーからの情報 

▪ ワークシート、発言記録等 

 

コンポーネント② 知識の習得 

何を確認するか MRが必要な知識や技術を理解し、実務との関連性を把握の上、

習得に勤めているか 

教
育
担
当
者
の
視
点 

コンポーネント

の実用度 

▪ レクチャー内容の妥当性、適切な構造化・体系化 

▪ 理論的背景の提供、背景説明 

▪ 実務との接続性・ 

インストラクタ

ー・トレーナー

の技術 

▪ 構造的・体系的な説明 

▪ 専門知識の適切な翻訳（平易な言葉での説明） 

▪ MRの理解度の把握と対応 

MRの状況 ▪ 習得度の差異、理解度の分布 

▪ 教材の活用進捗 

▪ 実践活用の明確化度合い 

情報の集約方法 ▪ オブザーバーとしての参加 

▪ インストラクター・トレーナーからの情報 

▪ 教材の活動度、進捗度、テスト等の正誤 
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コンポーネント③ 訓練と応用 

何を確認するか MR が実務を想定した場面や対応のイメージを描き判断や行動

の観点を拡大し行動に転換できる状態になっているか 

教
育
担
当
者
の
視
点 

コンポーネント

の実用度 

▪ 教材のリアリティ 

▪ 要因把握ステップの内在化 

▪ 適切かつ多様な対応方法の惹起 

インストラクタ

ー・トレーナー

の技術 

▪ 演習誘導 

▪ フィードバックの妥当性 

▪ 状況判断の支援 

MRの状況 ▪ ケースの発生原因の把握 

▪ 経験の一般化 

▪ 課題設定や対応策の質 

▪ 訓練機会の均質度合い 

情報の集約方法 ▪ オブザーバーとしての参加 

▪ インストラクター・トレーナー、支援者（上司等）からの情報 

▪ ロールプレイ記録、ピア・グループのレビュー記録 

 

コンポーネント④ 実践想起 

何を確認するか MR が知識を行動に変換できているか。対応力が養われている

か 

教
育
担
当
者
の
視
点 

コンポーネント

の実用度 

経験との照合、リアルなシチュエーションの想起 

強化・改善する行動のポイントの具体化 

行動結果の良否判断のポイントの明確化 

MRの状況 上記の具体化 

行動計画の具体化 

実践の準備度合い 

情報の集約方法 ▪ オブザーバーとしての参加 

▪ 支援者（上司等）、インストラクター・トレーナーからの情報 

▪ 行動計画ツール、リフレクションツールなどの記録 

 

コンポーネント①～③については、特に提供者サイドの設計や運営の良否が、MR の主体的な関与、

また、モジュール全体の質に影響します。のちの検証の対象として、質の向上に寄与するポイントを把握

しておくことが重要です。 
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コンポーネント⑤ 実地での実践 

何を確認するか MRが実際の活動で、計画した行動を実施しているか 

教
育
担
当
者
の
視
点 

コンポーネント

の実用度 

▪ 速やかな実践 

▪ 行動の定着、行動変容への貢献 

▪ 内省とその内容のレポートへの反映 

MRの状況 ▪ 実施数や頻度 

▪ 行動の質の向上 

▪ 行動上の障壁 

情報の集約方法 ▪ 支援者（上司等）からの情報 

▪ 行動計画ツール、リフレクションツールからの実践報告 

▪ 日報等の業務レポート 

 

コンポーネント⑥ 評価とフィードバック 

何を確認するか 支援者による適切な成果確認と、フィードバックを通じMRが行

動の背景や意図を言語化し、強みと課題が両社で共通認識とな

っているか 

教
育
担
当
者
の
視
点 

コンポーネント

の実用度 

▪ 必要十分な成果確認機会 

▪ 適切な成果確認 

▪ フィードバックの適切さとMRの納得 

支援者の関与 ▪ 必要十分な成果確認機会の確保 

▪ 基準に基づく成果確認 

▪ フィードバックの適切さとMRの内省の促進 

▪ 評価のばらつき（標準化・平準化ができているか） 

MRの状況 ▪ 納得度合い 

▪ 課題に対する次行動の明確化 

情報の集約方法 ▪ 支援者（上司等）からの情報 

▪ 成果確認結果、面談記録 

▪ MRの自己評価、行動計画・リフレクションツールの更新情報 

▪ 日報等の業務レポート 
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コンポーネント⑦ 継続的な改善 

何を確認するか フィードバックや自身の内省に基づき、次の行動を再設計し実施

しているか 

教
育
担
当
者
の
視
点 

コンポーネント

の実用度 

▪ 活動の起点としてのフィードバックや内省の関与 

▪ 行動の変化 

▪ 資質向上への貢献 

支援者の関与 ▪ MRの状況に応じた適切な関与 

MRの状況 ▪ 課題に対する次行動の具体化と実施 

▪ 行動の質的変化、資質向上への貢献度合い 

情報の集約方法 ▪ 支援者（上司等）からの情報 

▪ 改善計画ツール、実践記録、フォローアップ記録 

▪ 日報等の業務レポート 

 

ステップ 6（評価とフィードバック）、ステップ 7（継続的な改善）においては、MR に対する以下のよう

な観点での振り返りを促すことも有用です。 

⚫ なぜその行動を選んだのか 

⚫ その判断はどのような前提や判断基準に基づいていたか 

⚫ 結果を受けて、考え方や判断基準を見直す必要はあるか 

MR の行動変容を支援するにあたり、単なる行動の修正にとどまらず、行動の背景にある「判断基準」

「前提」を問い直す視点を共有することにより、MR がより深く自身の行動を見つめることを通じて、持

続的な資質向上を行うための鍵となります 
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